
 予算決算委員会から令和元年度決算の概要についてご報告します。予算決算

委員会は予算及び決算に関する事項を所管し、議長を除く全議員が所属してい

ます。 
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 議会の権限の一つとして、議決権があります。これは地方公共団体の意思また

は議会の意思を決定するための権限です。 

 議決案件の例としては、条例の制定、改正、予算の決定、そして今回説明しま

す決算の認定などがあります。 
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 次に、予算決算の流れですが、４月に年度がスタートしてから、９月定例会で

前年度の決算、２月に次年度の当初予算、６月、11 月には補正予算の審議を行

うサイクルで動いています。 
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 次に、今回の９月定例会での決算議案審議の流れですが、図の左の議案上程か

ら質疑、委員会での議案審査、討論、採決までになりますが１月程度かけて審議

を行います。 
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 次に令和元年度の決算の状況ですが、表では普通会計と記載していますが、こ

こでは一般会計と言います。一般会計においては、歳入決算額が 667 億 5011 万

５千円、歳出決算額 656 億 2094 万９千円となりました。 

 また、事業会計・公営企業会計を加えた総合計では、歳入決算額が 1292 億 1315

万７千円、歳出決算額が 1305 億 2539 万４千円となりました。 

 また、一般会計では、形式収支になりますが、歳入歳出差引額 11 億 2916 万６

千円から、翌年度に繰り越すべき財源２億 5238 万９千円を差し引いた、実質収

支額８億 7677 万７千円のうち、４億 4000 万円を財政調整基金に積み立て、残

りの４億 3677 万７千円を令和２年度に繰り越しました。 
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 次に、主な財政指標についてですが、まず起債残高ですが、これは市が返済し

なければならない借入金の残高で、いわゆる市の借金になります。全会計の残高

は 999 億 4314 万１千円で前年度より 35 億円の減となりました。表で過去の全

会計の残高推移を表しておりますが、平成 21 年度では約 1348 億円ありました

ので、10 年間で約 350 億円減ったことになります。 

 次に財政力指数ですが、「1.0」を超えると財政基盤がしっかりしていると判断

され、国から地方交付税が交付されなくなりますが、令和元年度の磐田市の指数

は 0.852 となります。 

 次に、隣の表は、財政調整基金の推移ですが、これは市の貯金といえるもので、

令和元年度末の残高は約 83 億円となりました。 
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 次に、一般会計の歳入・歳出の状況については、円グラフのとおりです。自主

財源が 59.1％、依存財源が 40.9％となりました。 

 歳出は、費目ごとに表しておりますが、民生費が全体の約３分の１を占めてい

ます。 
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 次に、歳入の概要ですが、歳入の主要な科目である市税について、市民税が、

大手輸送・機械製造法人の検査問題による減産の影響等に伴う法人市民税の減

などにより、前年度比 3.5％減となり、市税全体でも前年度比 0.6％減の 281 億

3491 万６千円となりました。 

 また、市債については、クリーンセンター周辺環境整備事業や（仮称）中泉こ

ども園整備事業への市債の減などにより前年度比 12.7％減の 46 億 2771 万２千

円となりました。 
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 次に、歳出の概要について、主な事業ですが、「子育て支援・教育の充実」で

は、ながふじ学府小中一体校の建設工事への着手や、こどもから大人まであらゆ

る相談に対応するため、ⅰプラザ内にこども・若者相談センターを開設しました。 

 「市民の安全・安心の確保」では自然災害への対応として、大規模停電への対

策や水害・土砂災害のハザードマップの作成を進めるとともに、消防の救助工作

車を更新しました。 
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 「地域づくりの推進と福祉の充実」では、（仮称）磐田市文化会館の建設工事

への着手や障害者相談支援センターの増設を行い、「産業の育成と都市基盤の整

備」では、JR 御厨駅の整備が完了し、地域経済の活性化や雇用の維持・確保に

向けて、中小企業等の事業承継への支援に新たに取り組みました。 
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 最後に採決の結果ですが、一般会計については、賛成多数、他の会計は全会一

致により、いずれも原案どおり可決しました。 
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 一般会計決算については討論が行われ、表のとおり反対意見、賛成意見が出さ

れました。 

 来年２月定例会では今回の決算審議の議会の意見を踏まえ、令和３年度の予

算案が提出されますので、２月 19 日から予定している２月定例会もご注目くだ

さい。 

 以上で予算決算委員会から令和元年度決算についての報告を終わります。 
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